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〔開議 午前１０時００分〕 

 

◎◎◎◎    開議宣告開議宣告開議宣告開議宣告    

○議長（能登谷正人君） 本日の出席議員は 16 名です。 

よって、定足数に達しておりますので、本日の会議は成立いたしました。 

直ちに本日の会議を開きます。 

本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。 

 

◎◎◎◎    日程第１日程第１日程第１日程第１    会議録署名議員の指名会議録署名議員の指名会議録署名議員の指名会議録署名議員の指名    

○議長（能登谷正人君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

本日の会議録署名議員に佐藤智子さんと田中裕君を指名いたします。 

 

◎◎◎◎    日程第２日程第２日程第２日程第２    一般質問一般質問一般質問一般質問    

○議長（能登谷正人君） 日程第２ 一般質問を行います。 

質問は昨日に引き続き、あらかじめ定められた順により、各々45 分以内に制限してこれ

を許します。 

それでは、三澤公雄君の質問を許します。 

○５番（三澤公雄君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 三澤君。 

○５番（三澤公雄君） おはようございます。くじを引く人がかわったので、２日目だけ

ど１発目でした。まず、今日は２つ質問させていただきます。 

1 つ目、人材の活用にどう取り組むのか。人口減少、それに伴う公共施設のあり方や施策

の優先順位など、色々な知恵を集めて考える事柄だと思いますが、町内の人材活用は未だ

うまくいっていないように私には見えます。協働と呼びかけて久しいです。パブリックコ

メントも始まっています。参加状況はどうでしょうか。活況になる決め手を持っています

か。町内の人材活用を見つめ直すべきだと考えますが、いかがでしょうか。お考えをお聞

きします。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） それでは三澤議員のご質問にお答えいたします。地方分権が進む

中、町がまちづくりを進める上で、今まで以上に情報の共有や町民参加が求められていく

ことから、平成 22年４月より八雲町自治基本条例を制定し基本的なルールを定め、まちづ

くりを進めているところでございます。 

条例の中では情報共有を基本として、情報提供、説明責任、情報公開を的確にするとと

もに、町民参加と協働の推進を明確に規定しています。町が策定するさまざまな計画や施

策づくりにおいて、各種審議会等の委員を公募することや審議会開催の周知による会議の

公開、議事録の公表、さらには必要に応じて意見交換会やアンケート調査を実施するとと



- 34 - 

 

もに、町民意見の公募を実施しているところでございます。条例の制定により、広く町民

の関心のある事案や会議には自由に参加できる仕組みが確立されたものと考えているとこ

ろであり、条例が制定された平成 22 年度、平成 26 年度と比較してみますと、各種審議会

の委員公募枠が増加していると共に公募委員数も増加しております。会議の開催周知が徹

底されていることや、それに伴い傍聴者も増加をしております。また、意見交換会やパブ

リックコメントの参加状況を見ますと、町民が関心のあるもの、案件については数多くの

参加が得られている一方、全く関心ない案件等には参加者が少ない状況となっております。 

このような状況から、自治基本条例を守り育てる町民自治推進委員会からは、町民への

条例の存在や浸透度が低い状況から色んな意見をいただいております。各種審議会委員の

選定にあっては固定化、硬直化にならない配慮や、町民参加に限られた一部の人の活動に

偏っており、町民の参加意識の促進が図られるよう地道な啓発活動や情報発信の手段の工

夫を求められております。町といたしましても広報紙や町ホームページなどの周知媒体を

有効に活用することはもちろん、町民の関心や興味がまちづくりに向く努力をしていかな

ければならないと思っているところであります。 

いずれにいたしましても、さまざまな立場や場面で意見を述べることが、まちづくりへ

の参加であることの認識を町民の方々に持っていただけるよう取り組み、議員各位のご意

見を頂戴しながら検討してまいりたいと考えております。よろしくお願いをいたします。 

○５番（三澤公雄君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 三澤君。 

○５番（三澤公雄君） 町長の現状の認識も私とほぼ同じで、まだ満足してない、もっと

町民に参加してほしいということだと思います。26 年の第４回の定例会で何人かの議員が

地方創生総合戦略の質問をしましたけども。これ期限を切られてて、作った自治体に国が

交付税を交付するという方法ですけども。こういうものが出て来たとき、そして、これま

で町の運営にとって、とても大切な総合計画のつくり方なんか、今までのやり方で人の関

心が集まらなかった、人集め、町民の参加が進まなかったっていうときに、またぞろこの

地方創生総合戦略ってものを早く作りなさいと言って。 

僕はこれをいい機会にして欲しいんですよ。スケジュールが決まった中で、今までのや

り方の延長もしくは行政だけで計画をつくって、交付税目当てというかね、そういうもの

で終わってしまっても、もったいないなと思うので。ぜひここはですね、関係各課に頑張

ってもらって町民、人材の掘り起こしをしてもらいたい。総合計画もそうですが、今回の

地方創生の総合戦略も、出来上がったものを国にどう評価してもらうかということが金銭

的には大事かもしれませんが、町の運営としては、それを提出するまでに至る過程、つま

りどれだけの町民が参加し、出てきた意見を行政や我々議会もどうそれを消化したという

か、判断していくかという、町の中で政策を磨いていく過程というのは非常に大切だと思

うんです。 

そういう機会に今、生かすチャンスだと思うのですが、いかんせん、どうやったら人材

が集まるのかというところに、暗礁に乗り上げているところだと思いますけれど。前回の
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26 年第４回の定例会で、策定に当たっては横の連携を持ちながらアイデアを十分出すよう

にという担当課長の答弁もございました。スケジュールが迫っていることでございますけ

れども、私の問題提起と合わせてですね、その辺の進捗状況を、一般論として町長のお答

えの中で、まだまだ現状には満足しないことは十分にわかりましたけども、いざもう締め

切りが決まっている中で、動き出しているこのことに対して、人材の活用がどこまで進ん

でいるのか。どういうアイデアを、横の連携も含めてですね、とっていくのかということ

を、まず改めてお伺いいたします。 

○企画振興課長（萬谷俊美君） 議長、企画振興課長。 

○議長（能登谷正人君） 企画振興課長。 

○企画振興課長（萬谷俊美君） ただいまのご質問でございますけれども、総合戦略をつ

くるに当たってですね、どのような連携をとって進めていくのか、その状況ということだ

と捉えております。まず、総合戦略を策定するに当たりまして、庁舎内に町長を筆頭とす

る対策本部を設置しておりまして、その下にワーキンググループの専門部会を３つ設けて

おります。戦略策定に当たっての基本的な項目がございますので、その項目に沿って関係

課職員を構成員として施策を検討するという仕組みをつくっておりまして。職員のオリエ

ンテーションを５月に開催して、総合戦略とはなんぞやという部分につきましては説明を

終えているところでございます。６月に入りまして６月 17、18 の２日間にわたりまして専

門部会を開催しまして、進め方、要するにアイデアをどのように引き出すかを、八雲町の

現状と課題を整理しながら、まず共通認識を持っていただこうということで、２日間日程

で専門部会を開く予定で考えております。 

それらを活用して各専門部会以外に若い職員の希望も募りまして、専門部会に担当でな

い職員も任意で募っておりまして、数名の方が参加をすることになっております。また職

員全員に対しましてアイデア募集ということで、シートの提出、要は施策の提案をしてい

ただくということで、現在その提案を受け付けているところでございます。 

また、総合戦略を推進する外部の委員会、総合開発委員会を活用して今回意見を聞いて

いくのですけども、開発委員の方々にも意見提案をしていただくということで、今月一杯

を目途に提案を受け付けているところでもございます。そういった状況で幅広く職員・町

民の意見を取り入れて、総合戦略の策定を進めていくということにしております。 

また、進める中ではアンケート調査を今月の中旬を目安に、町民を始め過去に八雲に住

んでいた方、それと移住相談に来られた町外の方に、八雲町をどう見ているのかという部

分についての内容のアンケート。それと子育てをしている 20 代から 40 歳くらいの年齢の

方にも、子育ての支援に対してどういった政策を望んでいるかという部分もアンケート調

査でお聞きするという予定で考えております。 

それらを踏まえながら、団体との意見交換会というのも予定しながら策定を進めて 12 月

を目途に素案をつくって、２月末までに総合戦略の策定を終えたいというスケジュールで

現在のところ考えております。現段階では総合戦略の策定はそのような状況で進める予定

としておりますので、よろしくお願いいたします。 
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○５番（三澤公雄君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 三澤君。 

○５番（三澤公雄君） 勝手な感想ですけれども、横の連携っていうのが苦手な町だと思

いますけれども、それが敢えて横の連携というものも取りながら、町内の団体との意見交

換だとか町民へのアンケートを、今までの枠を少し飛び出して努力しているっていう感じ

はわかりました。 

今までの総合計画の作り方も大事ですが、総合開発委員さんも頑張っていらっしゃいま

すし、しかし、私先ほど言いましたように、この地方創生総合戦略を作るにあたって、も

う 1 歩踏み出して、これをいい機会にして町民のさらなるまちづくりへの参加を促してい

くということ。スケジュールが決まっている中で大変かと思いますけども、急がば回れっ

ていうか、ここで人材の発掘、人材磨きをやることが僕は将来の町にとっては非常に大切

になる。合併 10 年を機に熊石方面も含めてですね、やはり英知を結集するということが大

事だと。それはこれからの時代が全く予測不能、これまでの行政が積み重ねてきたことと

は違う背景があると。それはもちろん町の方でも認識していると思いますが、人口が減っ

ていくよ。日本の経済全体も右肩上がりではないよと。交付税も減っていくよっていう、

そういう中でどうやってまちづくりをしていくかといったら、これまでも色々と議会の中

から声は上げていますけれども、負担をどう分配していくか、みんなで話し合ってやって

いくか。いわゆるそれは、あくまで民主主義的にやるとしたら、やはり手間をかけなきゃ

いけないし時間もかけなければいけない。そこにやっぱり多くの町民に集まってもらうと

いう、もうひとつ努力が必要だと思いますよね。そこで稚拙ながら 1 つ考えていたことが

ありまして。教育長、社会教育っていう八雲にとって 1 つの財産だと思っています。これ

までいろんな人づくりやってきました。僕も若い時代に関わることが出来て、非常に自分

の中では糧になったなと思っていますけども。その社会教育の部門が、なかなかこの、本

庁という表現をしていいかどうかわかりませんけども、公民館の活動だけで止まっている

ように思うのですよ。社会教育で人材が青年活動も含めて、生涯学習も含めて芽が出てき

ても、それが自分たちの好みのサークル的活動だけで終わらせてしまっているのはもった

いない。若人の集いというお祭りをつくるところまで青年団活動が発展した歴史もありま

すけども、あれもそのときの盛り上がりが今も続いているかといったら決してそうではな

いわけですし。 

思い切って教育委員会は今、学校教育大変だと思いますので、学校教育やその周辺に特

化してですね、社会教育部門をこちらに移すってことはどうでしょうか。ちょっと大胆な

提案ですけども。というのは社会教育部門で生涯学習も含めて、そして前回他の議員から

も提案ありましたゆめ議会の関係だとか、ようするに子供たちのことですね。そこにも関

わっている、そういった活動をストレートに企画もしくはそれにふさわしい課の方で把握

し、交流もあるという背景が、もしあったとしたなら、これまで以上にこういった戦略的

なものをつくるときに声が掛けやすい。また彼らの活動に対しても、内内の好みの活動の

ほかに事務局がついたりしてね、こういうことを勉強してみようかという提案をしながら、
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少しずつまちづくりに関わっていく機会が作れるのではないかと思うのです。 

横の連携は今もやっているよということですけども、特に教育委員会の部分と本庁の活

動はなかなかつながりが、僕はひとつ山があるのかなと思います。社会教育をこっちに移

すということは大胆かもしれませんけど、そこまでしてでも町民に役場本庁の方が近づい

ていこうという努力を見せないと。根っこは信頼なんですね。日ごろどういうおつき合い

をしているか。そういう意味でいけば、社会教育部門での担当の職員とその団体の密接な

関係っていうのは、僕はすばらしいものだと思いますし。ただそれを今言ったまちづくり

にどうやって生かしていくのかっていうのは、ちょっと現状では物足りないのかな、もっ

たいないなって感じですけれど。 

突然の提案ですけども、そういった大胆な人材の発掘、人材の活用を今やらなきゃいけ

ないと。そういう危機感をもったうえでの提案だというふうに受けとめていただいて、こ

の提案の感想、それに加えてそちらの方で、そういうのであれば実はこういうことも考え

ているだとかというような、また新たな考えなどもおっしゃっていただければなと思いま

すが。まとめますと、新たな手法での人材の発掘、人材の育成というのは取り組まなきゃ

いけないと思うのですが、どうでしょう、これまでの手法プラスアルファという考えはあ

りませんか。教育長の方にも社会教育の部門を、僕アイデアで言ってしまったのですけれ

ど、手放すと言ったら悪いですけれど、その提案についてどうお考えかもちょっとお聞き

します。 

○教育長（瀧澤 誠君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 教育長。 

○教育長（瀧澤 誠君） そのように行われている町が確かどこかにあったと、なんとな

くは記憶にありますけれど。やはり今、社会教育が行っているというのは、やはり教育委

員会が生涯にわたって人を育てるという生涯教育という立場でですね今、社会教育が活動

しているわけでありますけれども。実際に社会教育というのは人づくりの立場でやってい

る中で今、企画振興課と共同事業として例えば花の髪飾りコンサートというのをやってお

ります。ちょっと後から課長の方から説明してもらいたいと思いますけども。そのような

ことでやっておりますけれども、私どもはあくまでも教育委員会といたしましては人づく

り、それからコミュニケーションづくりが結果的にはまちづくりにつながっていくという

ことでありますけども、そういうことでありますから、実際社会教育というのは教育委員

会の中に入ってやっていくべきであろうなと思います。 

しかし企画振興課と今も連携を取り合ってやっているように、これからも横の連携とい

うのは大切にして行かなくてはならないなと。そして、お互いに今、三澤議員さん言われ

るとおりお互いのノウハウをしっかりと生かした中でやっていけば、より町のまちづくり

に繋がって行くだろうなと思って。よろしいでしょうか。 

○企画振興課長（萬谷俊美君） 議長、企画振興課長。 

○議長（能登谷正人君） 企画振興課長。 

○企画振興課長（萬谷俊美君） ただ今の社会教育との連携の部分でございますけれども、
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企画振興課においてのまちづくりをどう進めていくかという部分に関しましては、先ほど

町長から答弁していますように自治基本条例という基本的なまちづくりの憲法がございま

す。その中でこの憲法を所掌する町民自治推進委員会からはですね、先ほどの答弁の中に

もありましたように、いろいろな意見もいただいておりまして、その中の 1 つとして団体

間の連携を深めるために意見交換、団体間とのそういう一堂に会したといいますか、協議

の場を持つ必要があるだろうということで提言をされております。昨年度も一度、自治推

進委員会の人方の仕切りで 20 団体ほどご案内をして、意見交換会を一度開催しております。

また今年度においても団体との意見交換をしようということで、本年度も計画をしている

ところでございます。 

また企画振興課としましても、まちづくりを支援する意味で団体間の連携を深めるため

の、団体のデータベースを構築するということで現在取り組みを進めております。現在の

ところほぼ 169 の団体に調査票を配付しまして回収作業を進めておりまして、昨年秋から

やっているものですから、またこの春に団体の代表だとか、構成メンバーが変わっている

ということもありますので、その内容の確認を進めながら、８月くらいまでに各団体がど

ういう取り組みをしているのか、誰に申し込んだらいろんな活動ができるのかといった意

味で、町民が気軽にいろんな活動に参加できる体制と申しますか、また団体同士が連絡を

とり合っていろんなイベントだとか事業を開催するときに協力体制といいますか、そうい

うものもお互い連絡取り合って、できる体制ができればいいのかなという観点で企画とし

ても、そういった支援という観点で取り組みをしているところでございます。 

また、先ほど教育長の方から花の首飾りの話も出ましたけれども、去年、26 年度ですね

花の首飾りまちづくりコンサートということで協議会の委員を町民から募集しまして、社

会教育の部門と連携して運営、開催にこぎつけておりますし、本年度も引き続き開催する

ということで、現在ＰＲといいますか、チケット販売をしている状況でございます。また

企画が社会教育との連携という分野でいいますと、駅前花壇の整備につきましても企画が

窓口で、花いっぱい推進協議会の方と連携して花の植え付けといいますか、そういった作

業の支援もしているところでございます。行政としては今後とも社会教育との連携を密に

してまちづくりを進めていければと思っています。本当に三澤議員のおっしゃるように、

まちづくりは人づくりであるという観点は私も思っております。私も若い時青年団活動を

しておりましたので、そういった社会教育の必要性という部分は十分理解しておりますし、

そういった教育を通じた人材の育成が出来て、そういう人間がまちづくりに関与していた

だければというふうに思っていますので、そういった人材の育成には企画としても努力を

してまいりたいと思っております。よろしくお願いします。 

○５番（三澤公雄君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 三澤君。 

○５番（三澤公雄君） 横の連携って２回目の質問から言っていただいているのに、社会

教育をこっちにと言ったのは、企画、今忙しいですよね。忙しくない部署はないのかもし

れませんけども。今この地方創生総合戦略をつくるというだけでも大変なところに、従来
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の仕事もありますし、だから横の連携というだけだと結局、企画の方もアップアップのと

ころに、今までのおつき合いのあまりない団体と意見交換の仕切りをするとか。だから横

の連携も職員が出張して仕事をする部分も含めて、できているのかどうか僕はちょっとわ

かりませんけども、忙しい課に必要な人材、ようするに職員を移動してやるような横の連

携だといいですが、そうではないものであればちょっとどうなのかなと。今の政権が使う

言葉は余り使いたくないですけど、地方創生というのは新しくつくるという意味もあると

思うのですよね。これは僕はある意味失礼だなという。地方だって今までまちづくり等を

やってきた自負もあるのですけども。しかし、これを深く読むと、町のこれまでの意思決

定の仕組みを革新できるのかどうか、そういうふうに読み説けば、今までのまちづくりの

総合計画も含めた作り方、時代背景が変わってきた中で違うじゃないかっていうことも含

まれているのかなと、そう解釈して今までのつくり方にとらわれずに新たな人材、それは

主に町民ですよ。市民が参加、そこにやっぱり知恵を集めていかなきゃいけない。住民と

町と我々議員とそして職員と四者で、立場、立場で責任の度合いがありますけども、責任

を分かち合いながら納得して、これからの負担をどう優先順位をつけてやっていくか。場

合によっては軽減できるのか。軽減できないものはこの部分はそちらに負担してもらうだ

とか、そうしないとこれからの公共施設のあり方も含めて、今までは満遍ないまちづくり

ですから。 

僕はこの地方創生総合戦略づくりというものを機会に、ひとつこれまでの部分を乗り越

えてやってもらいたいなと。前回も何人かの議員が質問してそこの近辺までは行っていま

したけど、はっきりとした町側の姿勢が見えなかったので、改めてこういう質問の形をと

りながら伺ってみたのですが、何か危機感が足りないのかなって感じました。僕、敢えて

締め切りが迫っている中で、その難しい人材の発掘というものを言っているのは、人間忙

しい方がいい仕事ができるというか、そういう傾向にあると思います。締め切りが迫って

いる。大切な交付税の算定でプラスがもらえるかもしれないという部分でニンジンもある

わけですし、ぜひこれまでの活動を超えた分やってもらいたいなと思いますが。 

ここでひとつ職員の方に話を移しますと、今僕、町内の人材発掘ばかり言って来ました

けども、役場の中だって人材の宝庫だと思っています。その職員の方々がその能力をいか

んなく発揮できる職場環境なのか、もしくは配置ですね。議員の分際で人事に口出すつも

りは毛頭ございませんけども、10 年も議員をやっていると、ある部署で生き生きとして働

いていた方が、今までのスキル全くないところにっていうところに。経験を積むためかな

という思いでも見ますけれども、得意そうな分野に戻って来る気配もないだとかっていう

のは何なんだろうなというものを、すいません幾つか散見してしまうのですよ。人事の中

に職員の能力を発揮させるという観点があるのか、どうなのかという疑問すら浮かぶこと

も 10 年もやっていると感じますが、この長い 10 年間、合併してからの 10 年間のことを町

長にお聞きしても無理でしょう答えは。この間、ずっと副町長として行政を支えてきた伊

瀬副町長にちょっとお伺いいたしますけども。本当におこがましい、議員として人事に口

出すのは。僕は本当にすいません、そう感じるのです。今言ったように。その点の部分で
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私は人事関係ないよって言われてはそれまでですが、10 年間も副町長として支えていらっ

しゃる立場でございましたら、何がしかのその辺の配慮をしつつ、いろいろ考えがあって

のことなのかなと思いますが、その考えの部分をついでと言ってはなんですけども、この

際ちょっと聞いてみようかなと。お願いします。 

○副町長（伊瀬 司君） 議長、副町長。 

○議長（能登谷正人君） 副町長。 

○副町長（伊瀬 司君） それでは、ご指名でありますので。人事の個々のことについて

は触れるつもりはございません。今、職員の連携というか、今企画が忙しいので他からの

応援というか、そういう話もありましたけども、確かにそれぞれの目いっぱいの中で仕事

していますので、各課からその時期だけ応援というのは中々難しいと思います。現在ひと

つの問題について、例えば産業連携という形で農林・水産・商工といろんな連携をしてや

ったりしておりますので、その職員間の連携というのはできてきているというふうに思っ

ています。それと職員の人事の関係でありますけども、やはり我々職員というのは、いつ

までも同じところで、それはプロとして専門的にやるのも 1 つの方法かもわかりませんけ

ども、やはり３年なり５年なりで色々と部署を回っていただいて、自分を磨いていただく

と。そして、将来の自分に活かしていただくと。そういうのがやはり望ましいだろうとい

うふうに思っています。やはり、いつまでも同じところにいるというのは、やはり色々と

弊害が出てきますので。例えば同じ専門職であっても、複数の方を採用して、それをまた

一般の事務の方にも行ってもらって、また戻ってもらうと。そういうような循環をしなが

ら、そしていろんなことを経験してもらって、それを活かしてもらうというような方法も、

これからもしていかなければないと思っています。一部そういう形で今動いているところ

であります。この 10 年間議員やっていて疑問に思っていることもあろうかと思いますけど

も、やはり専門は専門のところ確かにありますけども、一般事務職というのは３年、４年

程度で出来れば色々な部署を経験してもらって、色んな風に発揮してもらいたい。そうい

う思いで人事をさせていただいているところでございます。 

○５番（三澤公雄君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 三澤君。 

○５番（三澤公雄君） わかりました。その３年４年の移動の中では、その移動させたこ

とによってその人物がどうスキルアップしたのか、もしくはまだアップまでいかないのか、

肌に合わないポジションだったのかだとか、そういった部分はやっておられますよね。そ

うして次の部分に向かっていくと、新しい異動を考えると。そういうことであれば、私も

今の一般論的な答えで納得するのですけども。自分この本会議場で数々物議を醸すことし

ゃべって来て、反省大いにしていますけれども。その自分が本当にこういう言い方はあれ

ですけども、何か思いがあって言ったのだろうなという受けとめ方を、今の段階ではして

もらってほしいと思います。もちろん、この後自分の調査が進み誤解だったなってことに

なることもありますけども、今時点であえてこのことを三澤がふれたのは何かなという部

分では、難しい問題なので私一人の考えで動いているつもりはありませんけれども、いろ
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いろ調査した結果、このことはどっかで本当はもう１、２歩入って行って、そのことによ

って１人でも多くの方が気持ちよく働ける職場になるならと思いますが、まだその確信も

ないわけで、今日はここまででこの部分は終わりますけども、10 年間行政を補佐として支

えてきた副町長、お考えがあってやっていることだと思いますけども。 

これから質問の前段の方に移りますけども、まちづくりが根本的に変わっていかなきゃ

いけないという時には総力結集していかなければならない。町内の人材発掘を前半言いま

したけれども、職員の能力の全能力を発揮してもらいたい。そういう環境をぜひつくって

いくってことも大切だと思いますので、その部分は今日はここまでで。今日の質問は隠れ

ている人材をいかに掘り出して、それに磨きをかけ今後のまちづくりに役立てて行く方策

を早急に動きださなきゃいけないなと、そういう危機感を持って三澤は質問したというご

理解をしていただければと思います。以上です。1問目は以上です。 

次、二問目行きます。「求める院長像ってありますか」今年度は予算のつくり方を変えて

もらいました。今までのように支出に合わせて収入をつくるという病院会計の予算ではな

く、根拠のある支出と根拠のある収入、それによって過不足があれば財務課等も含めて、

よくよく考えた物を出してくれと、そういったふうに話し合ってつくられたものだという

ことが理解したので議決いたしました。議会報告会では新しくなる部分を議会としても強

調しましたが、これは関節の部分だとか。それ以外のこれまでと変わらない部分がどう変

わってくるのかに関心が集まりました。この延長で考えると、行き着く先は院長のあり方

だなと感じました。これまでどおりなのか、何か変わるのか。新しくなる総合病院の 1 つ

のキーパーソンである院長に対して、町長は求める院長像が私はあるはずと考えておりま

す。それを伺いたい。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） それでは三澤議員の２点目の質問にお答えをさせていただきます。 

まずですね、求める院長像についてお答えする前に八雲総合病院の位置づけについてお答

えし、その先に私の求める院長像があると考えておりますので、ご理解を願いたいと思い

ます。八雲総合病院の責務は自体病院として地域に不足している医療に取り組むとともに、

地域の医療機関や行政機関と連携を図りながら地域住民の健康の維持・増進を図るために、

医療を安定かつ継続的に提供することだと考えております。八雲総合病院がそれに応える

ためには、医師確保や必要な医療機能の整備、医療及び医療サービスの質の向上、そして

経営改善が必要不可欠であります。これらの課題を解決し、地域センター病院として町民

と二次医療圏、その他地域から来られる患者様から信頼され役割を果たすことだと考えて

おります。そのためには開設者である私と病院を管理する院長は八雲総合病院をよりよい

病院にするために、相互理解と相互信頼を深め、常に良好なパートナーシップにより病院

経営や、医師確保対策での関係機関への働きかけ、課題について積極的に力を合わせ行動

し、目指す病院の将来像を共有し病院のために一緒に努力できる人が私の求めている院長

像と考えております。よろしくお願いをいたします。 
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○５番（三澤公雄君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 三澤君。 

○５番（三澤公雄君） 改めて伺います。院長というポストは何のためにあるのです。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 今、三澤議員の院長とは何のためにあるかという質問であります

けれども、八雲総合病院の院長は八雲総合病院の全医療、そして経営についても責任を持

ちながら、病院の中ではトップとして経営するのが院長像と考えております。 

○５番（三澤公雄君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 三澤君。 

○５番（三澤公雄君） 私、株やらないので日本証券業協会会長、稲野和利さんと言って

も、偉い人なのかどうかわからないですけども。非常に興味深いことをこないだラジオで

しゃべったのを聞いて、書き物もちょっと読んでみたのですよ。会社の役員に新しく選ば

れた知り合いや後輩に、おめでとうという言葉を私はかけないのだと。それは私の流儀な

のですが、出世の階段の先にあるのは険しい道、決しておめでたくないからです。出世す

るということは判断の責任がより重くなるということだ。時に応じて変化していく状況を

咀嚼し、自分たちの会社の対応について素早く妥当な判断を下すことは簡単なことではな

い。役員として一段上の能力を発揮するために、限られた時間の中で学び続けることが必

要だと。そういう大変なことなので、決しておめでたいことではないのだと言っています

が。一方でなぜ興味を引いたかといったら、会社の中、組織中には誤解する装置がいっぱ

いあると書かれているのですね。個室がつきます。専用の車がある。秘書がつきます。職

員が傅く、それによって自分が偉いって勘違いをします。役員とは決して偉いというポジ

ションではないのですよ。証券業協会会長、稲野和利さんはそういうお話しだったのです。

とても興味を持ちました。役員とは何のためにあるのか、会社の機能の 1 つだと、会社を

機能させるための 1 つのポジション、決して偉いポジションではない。僕はその話をそっ

くり総合病院に当てはめてしまいました。僕の中ではぴったり合う。先ほど１回目の質問

で町長は求める院長像というのをしっかり述べられました。そのことを佐藤院長に伝えて

いますか。私はこう考えるし、こうあって欲しい。そのことについてお話ししたことあり

ます。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 佐藤院長と話は何度となくさせていただいております。 

○５番（三澤公雄君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 三澤君。 

○５番（三澤公雄君） 話し合う機会をいっぱい持ってくれということで、我々暮れにも

議会の方で申し入れして、町長をトップにする組織をつくってくれとお願いした手前もあ

りますから、院長とはいろんな話もしていると思いますけども。僕は先ほどの求める像に

ついて、町長の思っている院長像をお話してないという方が、これまで起きた出来事が理
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解できるのです。直近の話でいきますと、医師住宅のやり方が今目に見える形で、ああい

う形になるまでの、病院内での議論の過程を予算委員会でもお話ししましたけども。入手

してそれを何度読んでも、今回のこの質問をつくったときも町長の答弁を想定し読み返し

ても、今町長がおっしゃったようなことを理解、あの時点ではされてないなと感じます。

自分のお考えが通らなかった。そのときに病院に帰って部下の前で町長も議会も通さなく

ていい方法を考えろ、こういう発言をしている。これは予算委員会でも述べさせていただ

きましたけど。少なくともあの時点では町長が考える院長像の考えは持ってなかったと思

われますね。過ぎたことですし、医師住宅もここまで出来ていますから、蒸し返すのは、

もう心を入れ替えているのだっていうのであれば、それを信じたいですけども。医師住宅

また変わっちゃったじゃないですか、お医者さんの負担が。この間文厚でお話聞きました

けども、病院の持ち出しをまた多くして、お医者さん家賃の大体４分の１程度で、４分の

１弱ですよ。これも、もう病院内で決めてしまっているのですね。病院会計の中で処理す

ることだから院長採決で済んでいる。そういうやり方１つとってみても、まだ僕は町長の

考えている院長像のお話は届いてないと思うのですよ。議会からも申し入れして町長と院

長、病院内の経営のことについても絶えず意思疎通をして、少しでも早く我々議会に情報

が入るようにという思いで提案したことを受け入れてもらいましたけども。結果的には今

回のことには、良い方には働かなかった。相手側がそうしなくてもいいルール解釈でまた

動きましたからね。医師住宅建てる時と一緒ですよ。ほんとは一方的に僕が喋るのではな

くて、町長にもお考えを聞きながら進めるのが一般質問ですけれども。あくまでも自分の

考えを押し通そうという姿勢のようにうかがえます。もう一度求めるべき院長像ってこと

を、しっかりそのことについてお話しした方がいいのではないですか。 

○町長（岩村克詔君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 今ですね、三澤議員から医師住宅等々の話がありました。求めて

いる院長像ということで、病院に求めていることは医師確保をきちんとしながら、医療の

充実、そして地域から、患者様から信頼される病院が一番の病院でありますので、それに

ついては、しっかりと意思疎通をしながら進めていると思っています。 

ただ昨年特に、経営的な赤字が出ました。これについても、今徐々に医師確保をしなが

ら、進めていると私は感じておりますし、また私も医療の方は詳しくありませんけども、

この医師確保については大学病院等々私も何度か行かさしていただきました。今年も行か

さしていただきましたけれど、大変苦労するものだなという感覚もあります。またその看

護師さんの確保、やはりこれも八雲ぐらいの地域であれば大変難しい問題だなということ

も、肌身で今感じているところで、佐藤院長先生におかれても真剣に医師確保もやってい

ますし、また医療についても一生懸命取り組んでいると思っております。ただこの医師住

宅については、やっぱりお金の大小よりもやはり医師確保、そして良い医療ができること

が、私は一番であろうということでありますので、これは病院が決定をしてきたことであ

りますけども、私も理解をしているところでありますので、議員の皆様にも理解をお願い
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したいと思います。 

○５番（三澤公雄君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 三澤君。 

○５番（三澤 公雄君） 敢えて町長は深入りしないようにしているのではないですか。

これまでのことを考えたら、先ほど稲野和利さん、証券業協会の会長の言葉をかりて機能

という言葉を使いました。院長というポストが 1 つの機能だとしたら、町長の求めている

病院経営も含めて、町長と意思疎通を図りという部分のものが共有されてないと、彼は勘

違いの装置で勘違いしたままで、俺は医師確保をやっていれば仕事を果たしたと、果たし

ているのだという勘違いだけで走っていたらどうなります。そう考えたら今までのことは

説明つくのではないですか。機能の 1 つですから医師確保だけじゃないんですよ。挙げれ

ば経営っていうものもやはり大切なはずです。自分がトップとして、病院内のトップとし

て機能である院長という椅子に座っているのであれば。彼が偉いから、とてもとても偉い

から個室を与えて、秘書を付け、車を付け、職員がかしずいているのではないんです。院

長っていう機能を果たしてくれるはずだという期待のもとに。でも院長先生は医師確保が

俺の仕事だという勘違いだけできているのです。経営の部分が抜けている、職員が気持ち

よく働く環境をつくろうだとか、いろんな付随してくるものが抜けているんです。 

どうです、そう考えたら説明つきませんかこの１年。だから悪くないの、佐藤院長先生

は。ゴマすりみたいに言っているかも知れないけれど。だって勘違いさせちゃっているの

だもの。岩村町長だけじゃないですよ、先代の川代町長とうちの小林議長がどうやって佐

藤院長先生に三顧の礼で迎えたか。詳細は伝わっていませんけども、きっと誤解させてし

まったのだと思う。医師確保すれば俺の仕事は事足りると。違うでしょう。やはりここは

ちゃんとお話してね、経営のこと抜けていますよと。職場環境をちゃんと働きやすい空気

つくるのも大切ですよだとか。その他いろいろ院長として果たさなきゃいけないお仕事を

もう１回お話しした方が良いのではないですか。病院が新しくなるのですから、顔ぶれは

変わらなくても気持ちは一新しているんだよと、町民にアピールしたいですよ。是非です

ね、勘違いしている部分を解きほぐして、もう一度、院長という機能はこういう仕事をや

ってもらいたいのだというご理解を伝えてください。どうですか。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 三澤議員からですね、いろいろ院長の決定する時の話とかいろい

ろ出ましたけども、今院長先生ともいろいろ話し合いをしています。決して院長先生は医

師確保だけが院長の仕事だと思ってやっていると思っていませんし、良い医療、そして経

営的にも真剣に取り組んでいると私はそう感じています。ただ、やはり我々のサポートも

大変難しいものがありますので、それを含めてこれから密に、議会から提案された機能を

十分に生かしてこれからやってまいりたい。そういう思いでありますので、ご理解を願い

ます。 

○５番（三澤公雄君） 議長。 
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○議長（能登谷正人君） 三澤君。 

○５番（三澤公雄君） もう、新しい総合病院が完成する。目の前というほどではないん

ですけども、いろいろな準備期間を考えると、やはり新しい病院がオープンするというこ

とに向けて加速度的にいろんなことを片づけていかないといけないと思います。是非です

ね、箱だけ新しくなったのではないと。人心一新という言葉は人が変わることを一般的に

指す部分だと思いますけども、医師招聘の部分は我々に手の届かない部分ですし、町長も

難しいことは十分分かっている。それであれば言葉のとおり人の心の部分は一新している、

変わっていると。せめてそういう訴えが町民に届く環境をつくらなければ、今回８億 4,000

万のマイナスの予算。これ以上足が出るのなら、僕らも町民に対して合わせる顔がないで

すし、病院が第一に町民に合わせる顔がないと思います。顔ぶれは変わらないけども中身

は違うよと、胸を張って言えるようなデビューになるよう、残りの時間しっかりとこれま

での経緯に反省すべきところはじっくり反省し、行動力が足りないと思うのであれば行動

を起こしても良いですが、独断専行ではなく、ぜひ町長または議会、周りにじっくり諮っ

てですね、物事を進めるよう病院に戻ってほしいというか、あってほしいと。残りの時間

をそういうふうに使ってもらいたいと思いますけども。町長並びに院長の側にいて、この

町長の思いを伝える立場である、私はそう思いますけども齋藤事務長にも、今の一連のお

話ずっと聞いていただいたと思いますけども、ご理解された上でどう対応していくのかと

いうお答えをいただきたいと思います。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 今ですね、これから新しく今年の 10 月の末には本館棟が完成し、

そして 12 月ころを目途に医療体系が揃うのかなと。そしてまた、来年秋ごろまでに旧本館

棟解体をし、外構等が完成するのが来年の秋ということでありますので、三澤議員がおっ

しゃっているとおり、やはりいくら病院が新しくなってもということも、住民からも多く

の意見をいただいておりますので、院長先生並びに病院のスタッフと一緒になって議会と

ご相談をしながらですね、よりよい医療の充実に向けて取り組んでまいりたいと思います

ので、ご理解をお願いしたいと思います。 

○総合病院事務長（齋藤眞弘君） 議長、総合病院事務長。 

○議長（能登谷正人君） 総合病院事務長。 

○総合病院事務長（齋藤眞弘君） 議員の質問にお答えしたいと思います。おっしゃるよ

うに開設者である町長と管理者である院長の意思疎通、相互理解、１カ月ないし２カ月に

１回ほどは直接会って、または副町長が来ていただいているということで、町側と病院側

の意思疎通については、この１月からは結構頻繁にやっていると思います。 

10 月末のオープンに向けて、今院内では箱だけではなく、確かにいるメンバーは医療技

術集団そうそう変わるわけではないのですけども、対応についてまたその内容について、

今鋭意検討中です。議員おっしゃるとおり、町の皆さんに箱だけじゃなくて、中身もかわ

ったよと言われるような、今後とも総合病院としての役割を果たすために頑張っていきた
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いと思っておりますので、今後ともご支援の方をよろしくお願いします。 

○５番（三澤公雄君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 三澤君。 

○５番（三澤公雄君） 町民が病院に対する思いのほんの一部分を自分なりに言葉を選び

ながら喋ったつもりではございますが、まだまだ町民の熱い病院に対する思いは表現し切

れない部分があったと思います。それに加え、表現が適切だったかどうか悩ましい部分も

ありましたけども、是非この喋った内容のですね、真意の部分は誤解なく伝えていただき

たいと思います。それだけです、終わります。 

○議長（能登谷正人君） 以上で三澤公雄君の質問が終わりました。 

暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時０５分 

再開 午前１１時１７分  

 

○議長（能登谷正人君） 休憩以前に引き続き会議を開きます。 

次に赤井睦美さんの質問を許します。 

○８番（赤井睦美君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○８番（赤井睦美君） 雇用確保は急務ということで質問させていただきます。この質問

は私だけじゃない、ここにいる人みんながそう思っていると思うのですけれども。八雲町

でも雇用確保ということで、企業誘致とかに町長は特に取り組んでいると思います。また、

子育て支援として、入学前の幼児の医療費無料化や一時預かりも行われています。しかし、

５年後、10 年後を考えたときに、本当に若者が町内にとどまることができる雇用の確保が

なければ、子育て支援も無駄になってしまいます。今、地方人口ビジョン及び地方版総合

戦略策定事業の中で検討はされていると、先ほどお話がありましたけれども。それ以前に、

これまでの１年半で町長は様々な企業を訪問し、多くの方と繋がり、八雲町への雇用を確

保するため奮闘されていると思います。その取り組みの実績と、取り組みを通し今後どの

ような展開が考えられるでしょうか。そしてさらに、外に目を向けるだけではなく、今あ

る企業の育成に力を注いで魅力ある企業へと成長させることで、子供たちの地元志向を促

すようにすることも大切だと思います。 

昨日、教育長のお話にも出てましたけれども、日大の学生がいらしたときに、その学生

の力を借りて八雲町の小中学生や高校生に森の大切さなどを伝えるとか、あとインターン

シップで接することのできない職業の人たちに、学校でいろんな職業の魅力について話し

てもらうなどして、最終的に就職を決めるのは子供たちですけれども、選択肢を広げてあ

げるということも、八雲町に夢と希望を持てるそんな支援が必要だと思いますけれども、

町長はどのようにお考えでしょうか。 

質問は１個なんで、それを２つに分けて聞いています。 
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○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） それでは、赤井議員の質問にお答えいたします。 

町民が夢を持てる活力あるまちづくりのための政策の１つとして、企業誘致は雇用の場

の確保や定住促進という観点から、重要なものと考えてございます。私は町長に就任して

以来、既存の立地企業を含めトップセールスマンとして、これまで様々な企業を訪問し、

情報収集を共有してまいりました。しかしながら、国内企業の生産拠点が海外へシフトし

ている状況の中で、八雲町への企業誘致は非常に厳しいことが現実でもあります。こうし

た状況を踏まえ、今後とも引き続き企業訪問を行い情報収集を進めるとともに、八雲町の

基幹産業である農林・漁業を中心とした一次産業が元気になることが、関連地元企業の安

定・成長への繋がりと、雇用創出や定住促進が図られることから、町内資源を有効に活用

した八雲町のブランド化促進を継続して取り組んでまいります。 

また、昨年６月から、いわゆる小規模基本法及び小規模支援法が制定されたことを踏ま

え、町内小規模事業者の成長発展と安定的な雇用の維持等を含む、事業の持続的発展のた

めの政策を、商工会とともに検討してまいりますので、ご理解をお願いをいたします。 

子ども達の進路の選択肢の拡大と支援についてでありますが、八雲町の将来を担う子供

たちが夢と希望を持って将来に向かうことは、子ども達と町の双方にとって大切なことと

思っております。これを進めるためには様々な手法があると考えられますが、その１つと

して、議員ご指摘のとおり八雲町と交流のある日本大学等の外部教育機関の協力を受けな

がら、実施していくことも有効な手立てであると共感をいたしております。日本大学につ

いては演習林が八雲町にあることから、これまで交流を重ねてきており、毎年多くの学生

が来町をしております。 

また、昨年度には旧大関小学校を買い取りいただいて、活動拠点とされるなど、八雲町

との交流もさらに深いものとなってきており、大学側からは、何らかの機会に町内子供た

ちに対する講演会や授業への応援なども検討されている旨、お聞きしております。さらに、

今年度から取り組んでおります上智大学との交流では、９月に学生が来町をし、八雲町を

知り、町の方と交流を図るプログラムが検討されており、その１つとして、八雲高校の生

徒との交流を試行する予定であります。ご存知のとおり上智大学は国際感覚も豊富で、ボ

ランティア活動も盛んであるため、大学生と町の子供たちの交流プログラムの中で、とも

に八雲町の文化や産業を見つめ直す機会を提供することは、町内の子供たちにも良い刺激

になるものと期待をしております。 

いずれにいたしましても、八雲町の子供たちに社会の様々な事柄を知る機会、体験でき

る機会を提供し、その将来像として町内における企業や産業の担い手として活躍をしてい

ただくために、こうした機会の提供の方法などについて、今後教育委員会と連携を図りな

がら検討してまいりますので、よろしくお願いをいたします。 

○８番（赤井睦美君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 
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○８番（赤井睦美君） 雇用の創出というか、雇用確保の具体策はということで、25 年の

12月と、それから若者の雇用ということで26年の６月にも一般質問をしています。その後、

牧野議員が 26 年の９月に人口減少対策どうするんだということで質問されて、そして、斎

藤議員も地方版総合戦略の策定で、人口減少どうするんだということで質問されていて、

その答弁書を全部見たんですけれども、今の答弁の中で新しく出たのは上智大の協力だけ

で、あとほとんど、なんかもう全部 25 年の時の答弁とあまり変わらないんですね。町民か

らは、私達も議会報告会をやっていろんな意見を聞いたんですけれども、町長はもっとこ

う、外にばっかり行かないで、もっと地元をしっかり見るべきじゃないかって、地元の人

としっかり話しするべきじゃないかっていう意見もありました。 

先ほど企業誘致はもう海外に進出していて難しいって、もうそれはみんなも分かると思

いますけれども。であれば一次産業の元気、一次産業の活性化を図って雇用創出とおっし

ゃっていましたけれども、具体的に今どんな取り組みしているのか。そして、そのことを

どうやって町民に知らせるのかっていうことも大事だと思うんですよね。 

先ほど役場の仕事のことも話出てましたけれども。やっぱり町民とともにつくり上げる

ということが大事なので、もっともっとこんな取り組みしてて、こんなふうにしています

よ、皆さんご意見いかがですかっていう、そんな視点もすごく大事だと思います。その中

で、子供たちにとっての先ほど出た上智大と八雲高校の交流があるとおっしゃっていまし

たけれども、今年の３月に卒業して八雲高校から八雲町に就職した子が多いんですよね、

今年は。それは八雲高校の先生方も企業にいろいろ回って、こんな仕事があるっていうの

を探して、それを子供たちに伝えたというのもあるんですけれども。 

私 13 歳のハローワークという本が出た時に、もう随分前ですけれども、これの八雲版が

あるといいなと思ったんですよ。八雲町の企業はこういう仕事をしていて、こういう資格

があると働けますよ。そして、そういう資格はどこどこで取れますよとか、そういうこと

を。そうすると高校生とか中学生が将来こんな仕事も良いなって思えて、いろんな選択肢

が広がる。そんな方法がいいかなと。お金がないから冊子に出来ないとなったら、今もう

パソコンの時代ですので、ホームページにそういう八雲町の企業紹介みたいなことで、本

当に詳しく載せていただくと、高校生がそこから選択して、こんなことも良いかなとか、

そんなことができるんじゃないかと思ったんですけど。以前の質問の時にそういうお話を

ちょっとした時に、ハローワークはいっぱい情報を持っているけど、役場ではあまり情報

ないっておっしゃっていたんです。情報を提供するというのは当然、八雲町に就職して残

ってもらいたいということでやるわけですから、その仕事の分担として、これはハローワ

ークの仕事だとかそういうことではなくて、八雲町として絶対雇用を確保して、子供たち

に残ってもらうんだ。または専門学校行ったり大学行ったりしても、戻ってきてもらうん

だという、そういう強い思いで、そういうものを作っても良いのではないかと思うんです

けども。いかがでしょう。 

○商工観光労政課参事（藤牧直人君） 議長、商工観光労政課参事。 

○議長（能登谷正人君） 商工観光労政課参事。 
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○商工観光労政課参事（藤牧直人君） ただいまの重ねてのご質問でございますが、まず

取り組みの件につきまして、私ども商工担当課といたしまして、平成 24 年度から能動的な

商工振興策の展開ということで、私この役場に参りましてから、最初は観光振興という切

り口で入りまして、現在その後、丘の駅の開設。それにパッケージングするような形で、

昨年度から町内資源の高付加価値化ということで物産振興。いわゆる俗称ブランド化と称

する事業を展開しております。また町長の答弁でもございましたとおり、昨年度、中小企

業育成の枠組みを変えるということで、経済産業省の方で小規模企業振興基本法というも

のが制定されております。その中で、これまでの企業の右肩上がりではなく、地域を支え

る小規模企業に光を当てて、持続可能というキーワードで新しい施策が展開されておりま

すが、そこで中心となるのが地域の商工団体いわゆる商工会議所、商工会。こちらの機能

強化を含めて、町内の中小企業の育成をするという方針のもと、現在商工会では将来に向

けての計画策定というものを開始されております。当然、行政である私ども商工担当課と

いたしましても、一体となってその計画づくりに連携してまいるつもりでございますし、

現在作業も行っております。 

その中で、これまでは町内企業の育成ということで、個別の振興をやりながらいろいろ

と枠組みをつくってきたわけですが、議員おっしゃるとおりトータル論として、まず今後

の中小企業、特に小規模ですね、八雲町内に数多くある小規模企業の持続可能な育成とい

うものを視野に置いて、一般施策、これ個別各論の施策ではなく、大きな枠組みを作るた

めに今作業してるということで、ご理解をいただきたいと思います。 

また、町内の企業の紹介ということでございますが、雇用の観点というよりもですね、

我々中小企業者の育成、いわゆる町内の企業がこういうところがあって、こういう得意技

というか、ものがあるですとか、そういうことに関しては非常に産業振興という意味で共

感するものがございますので、今後中小企業育成の中でそういう手法をとって出来るか検

討してまいりたいなと思っております。 

以上でございます。 

○８番（赤井睦美君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○８番（赤井睦美君） 前の答弁の時に町長が、中小企業の中でも雇用の数を増やしても

らうとかって、そういうことをおっしゃっていましたけれども。今のその中小企業の育成

という中に入っていると思います。あと、前に新聞にも出ていましたけど、板金の体験と

か、そういうのもやっていたと思いますけれども。参加される子どもたちにはよく分かる

けれど、そうじゃなくて本当に中学生・高校生に八雲町の魅力を伝えてほしいっていうの

が一番の願いです。それは働く人たちが生き生きと働いているという姿が、やっぱり八雲

町って良いんだなというところに帰ってくると思うので。 

教育委員会制度も変わって、町長が今度教育委員会会議にも出られますよね。だから本

当に、八雲高校に今下宿だとか通学費で支援していますけれども、そこで終わってしまっ

たらこの支援のお金が活かされなくなってしまうので、その支援のお金をより良く活かす
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ためにも、その全員でなくても勿論良いんですけれども、八雲に残って就職してもらうた

めの支援も継続して行わなければ、なんかこう高校が間口減になりますよ、危ないですよ

っていうと支援。就職いないですよっていうと支援って。こう先ほどトータルでとおっし

ゃっていましたけれど、本当にこう、今までは部分、部分の対応しかしてなかったと思う

んですね。ですから、その教育委員会会議に入られたと同時に、本当にトータルして仕事

を子供たちに八雲町の魅力を伝えてほしいなと思いますけれども、いかがでしょうか。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 本当に雇用確保というのは、本当に今八雲町にとって大切なこと

だと考えております。赤井議員から町長は企業誘致とかよそから企業を連れてくるのに一

生懸命で、町内の企業についてはもっと力を入れるべきだという話がありましたけど。私

は企業誘致も力をいれてますけれども、町内の一次産業の活性化等々もですね、今一次産

業の酪農家やまたは畑作、そして農業・漁業の人達と一生懸命話をしながら、何をどうい

う形で町も支援をしていけば良いのかってことも、今話し合いをしているところでありま

す。ただ、この間ハローワークと八雲町の求人に対していろいろ話合いをしたところです

ね、今八雲町の求人は 1.3 あるそうであります。やはりこれはですね、子供たちの求めて

いる職業と八雲町の中の産業・企業の求めてる人材との差があるのかなという話し合いが

この間ありました。確かにですね、一般的に今求人が多いのは、やはり建設業だったり工

場の勤務だったり、そんなものが多いのかなと。その辺がですね、大変まだまだこの地域

であれば、八雲町は大変高い求人率ですよという話がありました。ただ、どうもですね子

ども達が卒業する時には、やはりそういう職になかなか就かないということもありますの

で。 

今、赤井議員がご指摘のとおりですね、やはり八雲町を愛し、そして私たち含めて働く

人をですね、魅力あるようなものにしていかなければならないということでありますし、

また、これから商工業者に対しましても、やはり自分一人で仕事をするのではなく、雇用

が産まれるような、そんな商売に育成していくべきではないかという思いもありますので、

これから議会と住民と一緒になり、八雲町の雇用対策については、取り組んでまいりたい

と考えておりますので、ご理解をお願いいたします。 

○８番（赤井睦美君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○８番（赤井睦美君） この総合戦略の話が出る前から、やっぱり雇用をつくらなければ

ならないというのは全国的にあって、火力発電を作って雇用をしようという町もあるし、

木質バイオマスでエネルギーを作って、雇用を創出しようってところもあるし、市民ファ

ンドで太陽光で電力会社作って雇用しようって、いろんなやり方をいろんな町がしてます

よね。 

その中で、本当に奇跡の村って言われている長野県の村で、子育て支援の中で、まず 2002

年から小学校６年生まで医療費が無料化になって、2004 年には中学３年生まで無料、2010
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年度からは高校３年生まで無料。そして保育料も 1999 年から 10％ずつ段階的に下げていっ

て、今は半額になっていると。さらに義務教育費の給食費も３割、４割、今は半額。そし

て入学祝いとして小学生には２万円、中学生には５万円。出産金は２人目は５万円、３人

目以降は 20万として、子育てに対して７億円の子育て応援基金をやっている村があるんで

すね。 

その村はどうしてこんなにお金があるんだろうと思ったんですけども。町長が本当にそ

の村の人たちと真剣に話し合って、自分たちの出来ることは自分たちでしましょうと。勿

論村ですから八雲と違って面積も小さいし、下水道の長さから道路の長さからすべて違い

ますけれども。下水道やる時に国からの補助金をもらって下水道をつくるべきか、それと

も集落排水っていうんですか、それでやるべきかって半年も話あったそうです。それで、

ランニングコストを考えて将来的に払わなきゃいけない自分たちのお金を考えた時に、下

水道はつくらないと。皆で集落排水にしましょうと決めて、そしてそこでお金をまず削る

とか、道路も自分たちで直すところは直しましょうっていうことで、勿論大きい道路はし

ませんけれども、小さい道路は自分たちで直すとか。それと若者の雇用のための家を建て

るんですね。そこは３万円程度の家賃で入れるんですけども、約束として地域の活動に参

加する、消防団に必ず入るという、そんな約束で、みんなで地域を支えていこうという、

そういう村があります。当然そこは統計の関係も 2040 年ですか。その時の人口も減らない

というふうに出ています。 

ですから、私は何でもかんでも役場がやるんじゃなくて、町民としっかり話し合って町

民の力を、先ほどは企画課長さんが町民と話す機会をどんどん設けますってお話ししてま

したけれども、本当に役場がやってあげますよっていう時代は、もうとっくに終わってる

ので、ここは町民の力でやりましょうという、そういうシステムを作っていかなければ、

やっぱり何をするにもやっていけないと思うんですよね。その辺、町長は町民としっかり

話ししていくって、初めからおっしゃっていますから。そういうふうに話したことをどん

な形で町政に活かして実践していくというふうに、どんな形でしようとしているのか、お

伺いしたいです。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 今、赤井議員からですね、町民としっかりと話をするということ

であります。私は就任して以来、各町内会そして産業団体とも幾度となく話をしながら進

めているところであります。これからについては、まだまだいろいろな部分で、どういう

ふうに進めていくかということは、具体的にはなっていませんけども、また議会の皆さん

と相談をしながら進めてまいりたいと思いますので、ご理解をお願いをいたします。 

○８番（赤井睦美君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○８番（赤井睦美君） 毎回、その進めていくのは良いんですけれど、やっぱりそれをど

うやって町政に活かすかということを具体的に考えないと、いくら話しても駄目だと思う
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んですね。活かされない。だからやっぱり具体的に、話したことをどうやって町政に活か

していくかということを、しっかり町民に訴えてほしいと思います。 

その１つに、先ほど町広報とかホームページを活用してって町長おっしゃっていました

けど、町長のホームページの挨拶って、去年の６月から全く変わってないんですよ。やっ

ぱりそこがもうおかしいと思うんですね。やっぱり町長として、例えばですけど、産業団

体と話ししたんであれば、こういう意見が出てこういうふうに活かしていきたいとか。必

ずやりなさいということではないけれども、そういうことを町民に訴えることで、ああ町

はこういうふうになっているのか、じゃあどうにかしなきゃいけないな自分たちもってい

う、そういう町民の心をこう何ていうのかな、まちづくりに本当に活かしていけるような

やり方をしなければ、やってます、やってます、やってますって言っても、全然こう、町

民の方には伝わってこないんですよね。ですから町広報にも、昔どなたか町長の似顔絵が

描いて、こんなふうに取り組んでいますって、どこかにコラムがあったような気がするん

ですけれども。町長もやっぱりホームページに自分の意見をね、他所の町だと町長室から

ってなって、町長からこう毎月のように違ったことが書かれていて、今町長こういうこと

を考えて、こういうことを取り組んでいるんだなって分かるようなホームページもありま

すから。ぜひ、お忙しいので、出来なければどなたかに頼んで、１年間同じというのはお

かしいと思うんですよね。もうやる気を感じないというか、まちづくりに対して本当に何

を考えているのかっていうぐらいがっかりしますので。そこら辺もやっぱり出来るところ

から、どんどんどんどん町長が訴えていかなければ、町民も協力のしようがないと思うん

ですよ。ですから、もっともっと話し合ったことは勿論どんどん発信していかなければ、

町民も協力しようとしても仕方が分からないというふうになると思うので。その辺はいか

がお考えでしょうか。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 今、赤井議員からいろいろ指摘がありました。 

本当にホームページについてもですね、そうだなということで今実感をしてますので。

その辺を踏まえて、これからはホームページ等々で皆さんに分かるようにですね、具体的

に示しながら進めていく考えでありますので、ご理解をお願いいたします。 

○８番（赤井睦美君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 赤井さん。 

○８番（赤井睦美君） より良い町にしたいというのは町民全員が思っていることで、本

当にいい町にしたいと思ってます。 

勿論、役場職員も思っているという事はよく分かります。だけれどもそれはお互いに発

信しなければ、わがままな町民だと言っている方もいるし、逆に役場職員は何もしないっ

ていう町民もいるし。そこら辺はやっぱりそうじゃなくて、みんな一緒に考えているんだ

という形をつくっていかなければ、どんなに立派な計画作っても、それはもう絵に描いた

餅になると思うので。本当にこう、やったら発信する、発信したらそれに対しての反応も
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しっかり受けとめて、またそれについて発信するという、そういう人口もどんどん減って

いくんですから、一人一人と繋がる、そんなまちづくりにしていって、雇用の確保をして

いただきたいと思いますけれども。最後に町長の覚悟を聞いて終わりたいと思います。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 今、赤井議員から八雲町民もみんな雇用確保または人口減少に対

しても危機感を持っているということであります。本当にそうだと私も実感してますし、

私もですね八雲の中では一番このことについては取り組んでいかなければならない問題と

考えていますので、これからも議論をし、そして情報を発信しながら、皆さんと共有しな

がらこの活性化に向けて頑張りたいと思っていますので、ご理解をお願いをいたします。 

○議長（能登谷正人君） 以上で赤井睦美さんの質問が終わりました。 

次に横田喜世志君の質問を許します。 

○２番（横田喜世志君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 横田君。 

○２番（横田喜世志君） 一般質問２日目、最後の質問になります。人口減少や雇用確保、

病院のことなど、頭の痛いことかと思いますが、希望の持てるお答えを期待して質問いた

します。 

１つ目の質問、避難路整備の今後について。熊石地域の避難路に手すりが必要だとして、

町内会の協力により整備が進んでいます。町財政に負担をかけずに、町内会で出来ること

は自分たちでと行っています。しかし、急傾斜なところや岩で打ち込めないところなどが

見受けられる。そういう町内会の人たちで施工できない場所などは今後どうしていくのか、

伺いたいと思います。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） それでは、横田議員の避難路整備の今後についてのご質問にお答

えをいたします。熊石地域の避難路につきましては、平成 20年度に町と町内会連絡協議会

が協力し、地震や津波が発生した場合にいかに自分たちの身を守るのかを協議し、各町内

会ごとに独居老人宅や避難所、高台の畑や山に通じる道路や小道を避難路として決め、そ

れらを記載された防災マップを作成をいたしました。町が町内会への避難路の自主整備に

係る資材の提供に至った経緯は、町内会で高齢者や子ども、女性の方々がより避難しやす

いよう改善しようという話の中から、何もかも行政にお願いするのではなく、自分たちで

出来ることは自分たちのできる範囲でやろうということになり、町内会連絡協議会の総意

として、町に単管パイプ等の資材の提供を要望しようとしたこととなったものであります。

町といたしましても、既存の避難路を自分たちでできる範囲でということでしたので、資

材を提供することと決めたものであります。ご質問の急傾斜や岩盤への穿孔など、町内会

が独自で施工できない場所等の自主整備については、町内会が非常に大変な思いをして整

備するとか、誰かに依頼してまで整備するということまでは想定はしておりません。また、
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現在避難路としているところについては、これまでも普段の生活に使っていた道路等を、

より使いやすくするという取り組みであり、新たに避難路を開設・設置するために資材等

を提供するということまでは考えていなかったところであります。 

町では昨年 10 月に、熊石地域で地震津波の発生を想定し、避難行動に特化した地震津波

避難訓練を町内会の協力のもとに実施をいたしました。参加者は各地域ともおおむね 10分

以内で想定した避難路を通じ、避難場所に到着するなど、現在の避難経路での避難状況等

を再確認したところであります。今後も町内会と連携をして、町内会単位による災害途上

訓練や避難訓練の実施を検討するなど、様々な場面で防災に対する意識を醸成させ、自主

防災組織の結成を促すとともに、それらの防災活動での意見や要望等をともに確認、協議

しながら防災対策を進めて行きたいと考えているところでございますので、よろしくお願

いをいたします。 

○２番（横田喜世志君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 横田君。 

○２番（横田喜世志君） でも地域ではあれですよね、そうやって定められたというか、

避難場所っていうのをここだよと言われてるわけですよ。言われてるっていうか、訓練で

はそこを使わなかったのか、使ったのかははっきり私も知りませんが。地域ごとに避難場

所があるわけです。そこに手すり等が必要だということで、町内会の善意により町内会で

設置をすると。だから資材の提供をしてもらえないかという部分で始まったのは分かって

おりますが、ただ、たまたま資料が手に入りましたが、これ避難路の自主整備に係る資材

の希望数量というのを取っているんですね。この希望数量、希望してなかったところもあ

るらしいんですが。例えば希望したところでも、自分たちで設置は出来ないって言ってる

場所があります。じゃあなぜ希望をとったのか。で、なおかつ希望数量だけ与えれば、こ

れはもうこと済んだと思っているのか。なおかつ、これに見合うだけの予算措置をしてい

ませんよね。その辺、どう考えているんですか。 

○地域振興課長（牧 茂樹君） 議長、地域振興課長。 

○議長（能登谷正人君） 地域振興課長。 

○地域振興課長（牧 茂樹君） ただいま横田議員さんの方から、希望している町内会で

も、設置できない町内会も希望しているのではないかというような質問かと思います。 

希望調査につきましては４月に全町内会の方に避難路の自主整備に係る資材について、

希望の調査を実施したところでございます。８地区の町内会の方から希望が上がってきて

ございます。当初から避難路の整備につきましては、町長の方からもお答えしましたよう

に、自分達で出来る範囲で、出来るところは整備しようというようなお話の中で希望をと

らせていただいたところでございます。そういう中で出てきた８地区の中では、出来ない

というような話はございませんでしたし、この８地区にこの数量を確認しているところで

ございます。出てきた資材の提供の要望があったところが出来ないと、自分たちではでき

ないんだけどもというようなお話は、直接担当の方には来てございませんけれども、その

辺の話があるようであれば、確認の仕方も悪かったのかなというふうにして思っておりま
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す。今のところ、担当の方にはそういうお話はございませんでした。また、予算措置につ

きましては当然、出てきた部分につきましては、今年予算を計上しました予算では足りな

い状況にはなってございます。この 

（何かいう声あり） 

○議長（能登谷正人君） 静かに。 

○地域振興課長（牧 茂樹君） 既存の予算では足りない状況になってございますけれど

も、これを計画的に進めていきたいというようなことで、アンケートをとる段階でも町内

会の方にお願いをしながらアンケートをとったと。希望数量を確認したということになっ

てございますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○２番（横田喜世志君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 横田君。 

○２番（横田喜世志君） 私の聞き及んでいる部分では、例えば資材の取りまとめのやり

方では、あなたのところの町内会の避難路にどのぐらいの単管がいるのっていう程度の聞

き方。私が聞いている範囲ですよ。そこには自分らで出来る、例えばさっきの町長の答弁

のように町連協の会長さんがね、そうやって協力しますよと言ったのを頼りに仕事を進め

てるんじゃないですか。町連協の会長さんが全部の町内会に設置するわけじゃないんです

よ。各町内会がやらなきゃない。その現状も踏まえずに希望数量だけとって、現実ここに

あるように既存予算 10 万、希望数量に見合う金額が 66 万 7,000 円もかかる。例えば希望

をとったからすぐ支給してくれるって思っている町内会もあるかもしれません。それには

対応できませんよね、これだと。例えばその中の話で、８つの町内会から希望数量を取り

ました。そのうち３つの町内会やりますという話が聞こえてきてます。それだけでも予算

10 万をはるかに超える。じゃあ現実的に出来ませんよね。そういう住民と担当課のなんか

意思疎通がちゃんと取れてないように思うんですけども。ここまでの知り得た範囲で言っ

てるわけですが、どうも前々からそういう傾向が強いですよね。なおかつ、出来る出来な

いということ自体も、定かじゃないことをさも出来るようなことを発信するというのは、

いかがなものかと思いますが。例えばこの希望数量に見合う予算、先ほど計画的にとかっ

ていうお答えで誤魔化したんだろうけども。27年度に補正でも組むんですか。 

○地域振興課長（牧 茂樹君） 議長、地域振興課長。 

○議長（能登谷正人君） 地域振興課長。 

○地域振興課長（牧 茂樹君） 足りない予算に見合った部分の予算について、補正等で

対応するのかというようなご質問かと思いますけれども。この足りない部分につきまして

は、内部で協議したいというふうに考えてございます。ただ、いずれにしても一度に希望

数量を、全数量を提供できるのかどうなのかということも検討をしながらですね、補正も

含めまして検討したいというふうにして考えてございます。以上です。 

○２番（横田喜世志君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 横田君。 

○２番（横田喜世志君） 検討するんであれば希望数量だけでなく、現実の調査からも必
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要であろうと思いますが。再度、設置できるかできないかを含めて、調査をしていただき

たい。それと、ここ８地区の他に私の聞いてる範囲では、プラス３地区、今回希望を出し

てないそうです。だからそこの設置できない町内会というのは、自前の建設課か何かを使

って整備をするつもりがあるのか。それで、お金を少しでもかからない方向で考えていく

のか。再度お願いします。 

○地域振興課長（牧 茂樹君） 議長、地域振興課長。 

○議長（能登谷正人君） 地域振興課長。 

○地域振興課長（牧 茂樹君） この補正等に向かいまして、再度町内会の方で必要な部

分だとか、自分たちで出来るのかどうなのかということを、再度調査してはということで

ございますけれども。前段、町長の方からもお話ししましたように、町内会が自分たちで

出来る範囲の中で、出来るものはということを基本にスタートした避難路の自主整備に係

る資材の提供というようなことでございます。しかしながら、最近町内会自体が高齢化、

町内会の構成自体が高齢化しているだとか、女性の方が避難路についての整備をしている

だとか、そういうようなお話も聞いてございます。そういうような状況も確認しながら、

役場の方でも出来る部分については支援はしたいと思ってございます。 

全て町でやるだとかそういうことにもなりませんけれども、町内会と連絡を密にとりな

がら、必要な部分だとか町内会ができる部分なのかだとかを、連携をとりたいというふう

に考えてございます。 

以上でございます。 

○２番（横田喜世志君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 横田君。 

○２番（横田喜世志君） 避難場所なんだから、いつ災害が来てもおかしくないんです。

その場をやっぱ整備しなきゃいけないと、なるべく早く。そのために町内会自身もそうや

って動いてくれたんだと。それにちゃんと答えてないんじゃない。これから要望のあった

ところだって、整備してほしいから要望出したわけでしょう、整備したいから。でも現実

に自分らの力では何ともし難いことがある。ここを何とか面倒見てもらえないかっていう

話も出てるわけですよ。そういうやっぱり煮詰めたものを出してくださいよ。関内地区で

自主整備した、新聞に載ったことが取りざたされて、進んだようにしか思えません。ちゃ

んと町として避難路の整備というものを考えてやっていただきたい。自主的に出来るとこ

ろはどのくらいのことで済むのか、出来ないことはどこまでやってあげなければいけない

のか。そういうきちっとした調査があって初めて、予算云々という話になるんじゃないで

すか。今流用できる予算 10万円ありますって言ってる話じゃないですよ。で、いつまでに

調査が完了しますか。 

○副町長（植杉俊克君） 議長、副町長。 

○議長（能登谷正人君） 副町長。 

○副町長（植杉俊克君） ただ今のご質問であります。 

まずですね、経緯をお話ししたいと思うんですが。今町長からもずっと、それから課長
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からもお話ししておりましたように、町内会と 20年度にですね、自分たちが出来るところ

については、自分たちも協力しながら避難路を整備していきたいと。で、なおかつ単管等

が必要であれば、町の方にそのものを出していただければ、私達ができる範囲でやります

よというお話からスタートしたというように聞いておりました。そういったことがありま

して、新聞等でも報道されたようにですね、先行して町内会としてはそういうのを全体と

して、全町内会で協力したいということであったようですが、先行してやった地域があっ

て、新聞等にも報道されました。そういったことがあって２、３の町内会から、私たちの

町内会も実はやりたいということでございまして。当初その 10万の予算も無かったもので

すから、そういったお話があって今年度 10 万円の予算化をさせていただいたということで

あります。 

しかし、今お話あったように今調査をした結果、この調査に至る経緯はですね、その２、

３の町内会のやりたいという話があった時に、10 万円ということで予算を計上させてもら

いました。その後、今年になってからですね、私達のところもやりたいっていう話が出て

きたりして、希望する町内会が増えてきたものですから。それであればどのぐらいの町内

会で希望してるのか。そういったものを実態を掴むということもあって、調査をさせてい

ただきました。その結果、ここにあるように横田議員さんも恐らく資料持っているんだと

思うんですが、８つの町内会あるんですが、結構な額の希望があったということでありま

す。しかし今、２、３の方から希望があって予算化したということでありましたので、そ

のところには予算の範囲で何とかやって、それからこの希望調査で上がってきた数、ある

いは場所、それから自分たちで先ほどから言われているように出来るのかできないのか。

そういったところも検討をする、現地で調査するということに内部で協議していますので。

それには、いつまでということは明確にこの場では答えられませんけれども、出来る限り

近い日にちの中で調査を終えて、その後、場所等も確認した結果、この残るものはどうす

るかというのも内部で協議させてもらって、今後の進め方をはっきりさせていくというこ

とを今考えておりますので、ご理解をお願いしたいと思います。 

○２番（横田喜世志君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 横田君。 

○２番（横田喜世志君） 日にちの限定って私の得意技だと思っていたら。それはまあ置

いておいて。とりあえずは早急に取り組んでもらうと。なるべく早い段階で、これに関し

て補正を組むのに反対な議員などというのはいないはずですので。補正を組めるのなら

早々に。 

（何かいう声あり） 

○２番（横田喜世志君） とりあえず、お金は使いようなんです。活きるためになるよう

に使っていただくのであれば、誰も反対はしないです。ということで、早い段階にやって

ほしいと思います。 

２つ目の質問に移りたいと思います。 

○議長（能登谷正人君） 横田君に質問の最中ですけども。ちょっとお昼だいぶ過ぎまし
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たので。10 分過ぎましたので、ここでお昼にして次の午後からということに出来ませんか。 

（何かいう声あり） 

○議長（能登谷正人君） 駄目。いいですか。いいですか。それじゃあ我慢して続けてや

りますので、なるべく簡潔にお願いします。 

（何か言う声あり） 

○議長（能登谷正人君） じっくりやってください。 

○２番（横田喜世志君） たまたま今日傍聴者も多いので、傍聴者の希望もあり、続けさ

せていただきたいと思います。 

八雲病院存続に向けた取り組みについて伺いたいと思います。独立行政法人国立八雲病

院機構は、八雲病院機能移転に関する基本構想を出しました。その基本方針の中で八雲総

合病院が担える部分やいこいの家など、町が協力できる部分。八雲養護学校の特別支援教

育が行われていることなどが見受けられない内容でした。医療の充実、医療環境の改善を

図るという内容です。でも、これはなぜ八雲病院でできないのかという明確な理由にはな

ってないと私は思います。そこで、八雲病院存続期成会を始めようとする地域との連携を

強めて、存続を訴えていかなければならないと思いますが、町の働きを伺いたいと思いま

す。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） それでは横田議員の２点目の質問、八雲病院存続に向けた取り組

みについてお答えいたします。独立行政法人国立病院機構は６月３日、八雲病院の機能移

転に関する基本構想を発表いたしました。その内容は筋ジストロフィー患者及び重症心身

障害者は高齢化に伴う生活習慣病などの合併症の増加が見込まれており、現在の医療機能

では対応できる専門家、専門医の確保、充実が困難な状況にある。また、筋ジストロフィ

ー患者の８割が道央、道東、道北から重症心身障害者の５割以上が道南から入院している

ことや、道外から来院する外来患者がいることから、高齢化が進む家族や道外の外来患者

の長距離移動の負担にも配慮が必要となっている。このような状況を踏まえ、八雲病院の

機能を札幌市の北海道医療センター及び函館病院に移転し、筋ジストロフィー及び重症心

身障害者に対する在宅を含む患者への医療の充実、医療療養環境の改善を図るというもの

でありました。 

また、移転時期は３年から４年後を目処に調整とのことであります。町といたしまして

は、本年２月の国立病院機構の様々な選択肢の検討という説明の後、３月中旬に八雲病院

存続期成会を再開し、存続に向け動き出したところでありました。３月下旬には町と議会

で厚生労働省及び国立病院機構に、いこいの家の運営など町が行ってきた協力や八雲総合

病院との連携による医療環境の整備などを訴えながら、患者の療養環境の充実とともに、

地域に根差してきた八雲病院存続の要望をしてきたところであります。このような中での

今回の移転構想の発表は大変残念なことでありますが、医師確保問題や患者家族の移転要

望もあることも配慮しなければならないと思います。今後、期成会等と相談をしながら、
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その対策を検討していかなければならないと考えております。 

以上であります。よろしくお願いをいたします。 

○２番（横田喜世志君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 横田君。 

○２番（横田喜世志君） その中で５月の末、期成会が開かれたと思いますが、その中で

各期成会に所属というか、期成会メンバーである団体に開催をお知らせしたんだろうと思

いますが、そこに参加していない団体があったと。なぜそのようになったのか、お聞きし

たいと思います。 

○住民生活課長（山田耕三君） 議長、住民生活課長。 

○議長（能登谷正人君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（山田耕三君） 議員質問の期成会、５月 18 日に開いた期成会のことと思

います。この期成会の案内は構成団体、全団体に１週間ほど前に通知を、ご案内をしてい

たところであります。ただこれは後日になってから分かったことですけども、一部の団体

で、内部での文書の受け渡しに支障が出て案内を見ていなかったということが分かった、

まあ後日になって分かったというところであります。 

以上であります。 

○２番（横田喜世志君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 横田君。 

○２番（横田喜世志君） せっかく期成会を立ち上げたのに参加確認をしていないという

ことですね。そういう期成会のあり方で良いんですか。我々議員も入ってます。そこで今

さらそれがどうなったって言ったって、次にそんなことがないように活かしていただくし

かないんですが。その後、６月３日ですか。２日かな。機構が町に訪ねてきていると思い

ます。そこの中で、町は機構から今回の基本構想、先ほど町長が読んだ機構が発表した内

容をそのまま伝えられたんでしょうが。それに対して町側の、町側というか、期成会で求

める内容だとかを機構の方に伝えているんでしょうか。それをお伺いします。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） ６月３日の機構から説明された時だと思います。これは、期成会

を含めた内容をですね、機構の方にはお伝えをさせていただきました。以上です。 

○２番（横田喜世志君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 横田君。 

○２番（横田喜世志君） それへの反応というのはないんですか。ただの言いっ放しなん

ですか。その日の機構と会う前に、全日本国立医療労働組合さんとも会っていると思いま

すが、その中で労働組合さん側からの要望というか、言い分も聞いてると思うんですけど、

そういうことは機構には伝わっているんでしょうか。 

先ほど答弁あったように、機構が言われたままのことを先ほど町長は言いました。八雲

町の期成会として、今後というか、その時に期成会の立場というか、期成会に入ってるメ
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ンバーというか、組織している団体もろもろの言い分はあろうかと思いますが、その団体

の代表者だけの声ではなくて、ここに組織されてる人たちの声というのが私は重要だと思

います。いくら筋ジス協会に所属している人たちの中でも、みんなが札幌へと思っている

わけではないと。重度心身障害者の方々もそうかと思います。でも患者はやっぱり、親の

顔色という言い方が合ってるかどうか分かりませんが、親の都合やらっていうのを気にし

て、本心を言わないかもしれませんけども。本来あるべき姿というのは患者のため、そこ

に入院している筋ジストロフィーの方々、重度心身障害者の方々にあるべきなんですよ。

八雲病院はこの 40 年、その中でずっと継続してやってきた病院です。それを機構の都合に

より、無くするというのはいかがなものかと。現実に私が通告にも書いたように、今まで

出来てきたことがただ単に医師の確保ができないだの、医療サービスが出来ないというか、

そういうことだけで片付けられています。 

八雲にも若干の問題はありましょうが、総合病院があります。そういうところでの医療

を機構は認めてないっていう言い分ですよね、これだと。そう思いませんか。札幌行った

ら良い医療が受けられる。何で八雲じゃ受けられないの、総合病院があるのに。っていう

論法に私はなるんですが。現実には、患者の方も遠い八雲よりは札幌がいいって言う部分

も分からないわけではありません。これは病院の組合の方でも否定はしていません。少な

くとも北海道筋ジス協会は八雲を廃止して、札幌に充実を求めていたわけではないと。札

幌に拠点が欲しいだけなんですよ。欲しいというか、自分達が八雲まで来てっていう部分

を、札幌で何とかならないかというところからスタートしてるはずなんですよね。そうい

うところをやっぱり期成会として、そこに参加する団体の意向を調査すべきだし、聞き取

らなければいけないし、それを基に期成会の活動をしていかなければならないと。そのた

めに八雲町の働きが必要だと。各団体はそれなりに意思や目的があるわけですから。でも

それは、私は患者本位に考えるべきことだと思うわけです。そこで八雲町がそういうもの

を酌み尽くして、期成会を強化するつもりがあるのかお聞きします。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 今ですね、横田議員からいろいろお話がありました。まずはです

ね、機構から説明される前に組合の方からお話がありました。この内容についてはですね、

ここで申し上げることはしませんけども、十分ですね私たちは理解をして、機構の方にも

お伝えをさせていただきました。機構の方は淡々とと言ったら変ですけども、淡々と説明

をして行かれました。ただ、その内容につきましても、これから期成会を開いてですね、

説明しながらこれからの対応を考えてまいりたいと思います。ただやはり、私たちが思う

のは横田議員おっしゃるとおり、患者さんが一番いい環境で医療を受けられることという

ことであります。この点につきましては、患者の家族会含めてですね、患者からは反対が

なかったということを機構からもお聞きしておりますので、その辺は大変難しい問題だな

と思い、これからの対応につきましても期成会とよくよく相談しながら、町と一緒になっ

て活動してまいりたいと思いますので、ご理解をお願いいたします。 
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○２番（横田喜世志君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 横田君。 

○２番（横田喜世志君） 私が通告用紙を書いてから、道新さんだとか一部メディアで取

り上げられている部分があります。その中でもやっぱりみんながみんなというか、例えば

筋ジス協会に加盟している人、みんながみんなそう思ってるわけじゃないんですよ。そこ

をやっぱり、機構が言ってるように廃止というのを止めるためには、そういう声を拾うし

かないんですよ。それを期成会に生かすと。それで期成会の活動をしていく、町内に広め

るっていうのがあってるかどうか分かりませんが、ようは八雲町を上げて存続を要望する。

現実にこの話しが出た時に、八雲町の経済損失、経済に与える影響額 15億円から 16 億円。

３日の新聞にも 1,000 人近くが町外流出などという見出しになってます。それでなくとも

人口減、雇用の確保って言っている八雲に対して、これだと全部マイナスですよね。八雲

病院がなくなることによって、先ほどの赤井議員の言ってたことが全部なしです。なしと

いうか全部マイナスです、マイナスからスタートとなります。そういうことにならないよ

うに、やっぱり期成会で活動していかなきゃならないと思うんです。一部の団体だけでは、

どうしてもそういう個々の声っていうものが拾いにくいわけですよ。だから、八雲町がそ

の声を拾って、期成会を組織する団体だけの話じゃなく、進めていただきたいんですが、

どうでしょうか。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 横田議員、今町に対する人口減少とか産業のマイナス面というの

が、無くなった場合ということで新聞にも書かれましたけども。先ほどから横田議員おっ

しゃっているとおり、やはり患者さんを一番に考えなければならないということが、やっ

ぱり原点であろうと私は考えております。ただ、この患者さんを一番に考え、そして患者

さんの家族。そしてその後にはですね、やはり今働いている方々の雇用も守っていくとい

うことも必要であろうと。これを含めトータル的に期成会の中で話し合いながら、慎重に

進めてまいりたいと考えておりますので、ご理解をお願いいたします。 

○２番（横田喜世志君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 横田君。 

○２番（横田喜世志君） 難しい質問じゃないと私自身は思っているんだけど。なにか私

の質問には、いつもあまり発展性のないお答えしか来ませんよね。期成会で八雲町がイニ

シアティブをとって、行動を起こしていっていただきたいということをお願いして、存続

期成会ですので、存続に向けた話し合いになるようにしていっていただきたい。終わりま

す。 

○議長（能登谷正人君） 以上で横田喜世志君の質問が終わりました。 

これをもって通告の質問が全部終わりました。 

一般質問を終結いたします。 
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◎◎◎◎    散会宣告散会宣告散会宣告散会宣告    

○議長（能登谷正人君） 以上で本日の議事日程は全部終了いたしました。 

これをもって散会いたします。次の会議は明日、午前 10 時の開議を予定しております。 

 

〔散会 午後０時３５分〕 

  


